
令和7年度 茅野市DX推進協議会活動（案）について

令和7年7月3日
第1回茅野市DX推進協議会
会議資料４
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茅野市の地域DX推進体制

DX基本計画 第4章推進体制

灰色の組織は順次設置 ※１ 体制が整うまでの間は、茅野市が事務局を担う

現規約における「企画・運営会議」

受益者側（市民・ユーザー） 提供者側（サービサー） 2



茅野市の地域DX推進の流れ

DX基本計画に基づく、茅野市の地域DXの推進スキーム（事業化スキーム）は以下の2通りが中心であると想定している。

茅野市
（行政）

市民

DX外部評価委員会 DX推進協議会

合意形成・普及拡大会議

１

２

①市民起点・協議会主導：市民（外部評価委員会）→協議会→茅野市（行政）
②行政起点・行政主導：茅野市→協議会→市民（外部評価委員会）
（③協議会起点：協議会→外部評価委員会→茅野市（行政））
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茅野市DX推進協議会の目的と役割①

茅野市
（行政）

DX推進協議会

合意形成・普及拡大会議

事業推進体制

事業実施主体

協力

規約第２条

協議会全体の活動（規約第3条）

（１）市のＤＸ事業及びこれに関連する事業（以下「ＤＸ事業等」という。）
の企画及び運営に関すること
（２）市に対するＤＸ事業等の提案に関すること
（３）ＤＸ事業等における課題の把握及び改善に関すること
（４）ＤＸ基本計画の策定に関すること
（５）市のＤＸに関する調査研究に関すること
（６）その他、協議会構成員が必要と認めること

合意形成・普及拡大会議の役割（規約第１０条）

次の事項について決定する。
（１）協議会規約の変更に関すること
（２）事業の企画に関すること
（３）事業の運営及び改善に関すること
（４）事業の報告に関すること
（５）協議会の運営に関すること
（６）部会及びワーキンググループの設置及び廃止に関すること
（７）その他、事業の企画及び協議会の円滑な運営にあたり必要な事項

※“決定する”とは、協議会としての意向や判断した結果をま
とめること。

①市民起点・協議会主導
（１）茅野市における「DX化の検討・運営」を行うための実施体制の構築
（会議の開催、部会等の設置など）及び、地域課題の解決手法の検討

↓
（２）市への「課題解決のためにDX化すべき事業等」の提案

↓
（３）「提案したDX事業」の進捗確認、改善検討、効果確認等

②行政起点・行政主導
（１）「市が企画するDX事業」に協力するための体制の構築（会議の開催、
部会等の設置など）及び、事業内容の確認

↓
（２）「市が実施するDX事業」への助言・承認

↓
（３）「市が実施するDX事業」の進捗確認、改善検討、効果確認等

具体的には

これらの活動
に必要な事項
を決定する。

DX基本計画に関すること
（４）茅野市のDXビジョンに関する検討、助言
（５）他自治体の事例研究、茅野市（計画）の進捗確認、ブラッシュアップ 4



茅野市DX推進協議会の目的と役割②

（協議会の役割についてまとめ）

・ 推進協議会の目的は、茅野市との協力体制により地域DXを推進することで、便利で心豊かなまちづくりに寄与すること。

・ 地域DXの推進スキームとして想定されるのは、現状では「行政起点の事業実施」がメインとなるが、「市民起点の事業検討」
が本格実施されるのは令和9年頃と考えている。（次ページ参照）

（茅野市のDXの方向性）

・ DX基本計画において、推進協議会の役割として「DX事業化の判断」・「事業承認、助言」・「効果認定」を明記している。

・ 推進協議会との協力体制により、市が行う事業に対して構成団体の皆さまそれぞれの知見によるご意見やご助言、またご要
望をいただきながら、DX基本計画に基づく地域課題解決のためのDX事業を実施していく。

１．市が実施するDX事業に対する助言、事業化の判断、効果検証等

２．デジタル田園健康特区事業に関する相談

３．各団体間のDXに関する情報共有や規制緩和、DX化についての意見交換等

以上の3点について今年度から活動を進めていきたい。

これらを踏まえて
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茅野市DX推進協議会の目的と役割③

（事業全体の想定スケジュール）

（参考）
市民起点の
DX推進

１．行政起点の
DX推進

２．特区関係
事業

３．情報共有
連携

R6

D
X

基
本
計
画
の
策
定

R７ R８ R９ R１０

外

推

市民ニーズ収集方法
、研究手法の検討
（システム導入検討

含む）

予
算

収集方法及び
研究手法の構築
（システム導入）

市民ニーズ
調査

研究
提
案

事業
検討

事
業
提
案

予
算

事業実施

DX基本計画 1期目 ２期目

外部評価委員会推進協議会 茅野市

予
算

事
業
提
案

検討・
助言

事業
企画

承
認

事業実施

事業実施

事業実施

情
報
共
有
等

個別に各団体等へ相談

個別対応

情
報
共
有
等

個別に各団体等へ相談

個別対応

情
報
共
有
等

個別に各団体等へ相談

個別対応

評
価

予
算

事
業
提
案

検討・
助言

事業
企画

承
認

評
価

予
算

事
業
提
案

検討・
助言

事業
企画

承
認

評
価

意見交換等

効果検証

効果検証

改善等

改善等

承
認
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（活動案）

① 茅野市が実施を予定する、または検討段階の事業について詳細を説明。

② 推進協議会において以下の事項などを踏まえて事業内容を確認いただく。

（想定される要点）

・事業の目的と事業内容が一致しているか。

・費用対効果に見合った事業であるか。

・効果が十分に見込める事業であるか。

・事業内容への提案次項 等

③ ご意見の聴取、意見交換

④ いただいたご意見に基づく、事業内容の検討＝＞外部評価委員会へ

⑤ 外部評価委員会の意見を踏まえた事業の承認

⑥ 予算化＝＞事業実施

今年度の活動（案）について①－１

１．市が実施するDX事業に対する助言、事業化の判断、効果検証等

（目的）

・ 市が実施または企画する事業（DX基本計画に示す重点テーマ（医療・介護等、防災、地域コミュニティ、子育て）に関する個別
事業）について、提供者目線からのご助言等をいただき、より効果的な行政サービスの提供を目指す。
（例）避難所入所管理システムなど
・ 事業内容について市から助言を求めたい事項について、それぞれの知見からアドバイスをいただきたい。

書面による事前共有 または
ｎ－１回

ｎ回

ｎ＋１回

推進協議会
茅野市
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今年度の活動（案）について①－２

１．市が実施するDX事業に対する助言、事業化の判断、効果検証等

事業名：都市OSポータルサイト「茅野市どっとネット」へのイベントカレンダー実装事業 実施年度：R7

事業の概要：
現在都市OSの入り口として運用しているポータルサイト「茅野市どっとネット」にイベントカレンダー機能を実装する。「茅野
市どっとネット」は、公開情報内容の違いやプッシュ配信機能を有することなどで市公式ホームページと住み分けを行ってお
り、ホームページでは掲載できない市内の地域団体や民間事業者等に関連する情報を掲載・発信する。
この機能を活用して、「茅野市どっとネット」に行政情報に限らず様々な団体等が実施するイベント情報を集約化し、パーソナ
ライズすることができる。

事業の目的（背景）：
当市では令和４年度に都市OS（データ連携基盤）を導入し、これを活用したデータ連携によって、これまでにない新たなサー
ビスや価値を創造することで便利で暮らしやすいまちの実現を目指しているが、この実現のためには都市OSのユーザー数
を確保し、利活用できるデータ量を担保する必要がある。
そのため、これまでも様々なサービス等を導入し、ユーザー数確保に努めてきたことと併せて、都市OSの入り口となるポー
タルサイト「茅野市どっとネット」に市民等が求める有益な情報等を掲載するとともに、茅野市どっとネットアカウントを取得す
ることで、ユーザーの興味関心に応じてパーソナライズされた情報がプッシュ配信されるメリットをフックとしてID数の獲得
を目指している。
その１つの手段として、上記概要のとおり茅野市どっとネットにイベントカレンダーを実装し、市内の様々なイベント情報を集
約化することで、アクセス数の向上を図り、ユーザー数確保の一助としたい。

事業予算：９,０００千円（第二世代交付金1/2補助）

改修内容：
①ユーザーインターフェースの改修
②その他機能改修
③プッシュ配信機能改修

委託（予定）事業者：アクセンチュア株式会社【随意契約】

業務スケジュール：
６月 要件整理 8月末 受入テスト
７月初旬 契約 ９月初旬 修正等
7月中旬～8月 開発 9月中旬 リリース

KPI：
茅野市どっとネットアク
セス数 〇アクセス/月

事業説明資料イメージ（事業に関する詳細を提示）

・市民が使い易いか
・市民の役に立つのか
・費用対効果はどうか
・安全なサービスか
・陳腐化しないか
・地元企業で実施できな
いか
・地域団体等の参画がで
きないか

などの観点からご意見・
ご助言をいただきたい。
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今年度の活動（案）について②

２．デジタル田園健康特区事業に関する相談

（目的）

・ 茅野市が指定されているデジタル田園健康特区の主要事業である、

①規制改革項目の提案（調査事業、新規提案）
②特例措置項目の活用

の促進を目指すうえでは、各産業界や分野における岩盤規制やネックになっている事項等（＝困りごと）を把握することが重
要である。

・ 一方で、困りごとは各業界や分野によって様々で、一同が介する会議において議論を進めることは困難なため、協議会会議
においては情報や進捗の確認、協力要請等に留め、具体的な内容については個別にご相談させていただきたい。

（活動案）

・令和7年度実証調査事業についての説明

・特区制度についての説明（規制改革項目の提案方法、提案事例の紹介、特例措置項目の紹介など）

・特区事業の説明（ワンストップセンター、利子補給など）

・協力要請

↓

各団体等へ個別に訪問、相談等
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今年度の活動（案）について③

３．各団体間のDXに関する情報共有等

（目的）

・ 協議会構成員の皆さまが所属されている各団体等において、すでに独自にDX推進に取り組まれている。

・ 地域DX推進の観点から、各団体間のDXに関する情報共有と意見交換（連携）の場として会議を活用し、①各団体・事業者の
将来的なDX推進の参考としていただく機会や、②団体間連携などの一助になることを期待する。

・ 意見交換等を通して、茅野市や茅野市で事業を展開される皆さまの規制緩和等に繋がる事業や、項目の発掘に繋がることを
期待する。

（活動案）

各団体等のDX推進担当者の方をご紹介いただき、各団体等のDXの取組や推進状況（組織体制、成功事例、失敗事例、苦慮し
ている点、必要としているリソースなど）のご説明、質疑や連携の提案などの意見交換を行うことを想定。

〇公立諏訪東京理科大学：学生の活動、活躍の場等

〇諏訪中央病院：DX推進室の取組

〇茅野商工会議所：○○委員会、会員企業等

〇茅野市社会福祉協議会：○○

〇諏訪郡医師会（原田内科呼吸ケアクリニック）：○○

〇茅野市金融団：各金融機関における業務DXの推進状況、お取引先企業・団体の事例等

〇茅野市：庁内DXの状況、AIやRPAを活用した行政事務改善状況、人材育成等

※各団体等の担当者レベルの方の参加も可
能とするなど、広く柔軟な会議としたい。
※茅野市どっとネットに各団体等の取組な
どを紹介させていただき、地域へ発信す
ることも検討。

各団体の取り組み内容や協力依
頼については個別に確認、ご相
談させていただきます。 10



今年度のスケジュール（案）

日程 会議 内容（案）
外部評価委員会における
検討内容（予定）

７/３ 第1回 本会議
第1回（６/６開催）
第2回

８月 第2回
・市実施事業の説明（防災・地域コミュニティ（予定））
・特区関連事業の説明（ワンストップセンター・利子補給）
・DXの取組紹介と意見交換（茅野市役所）

９月 第３回（防災・地域コミュニティ）

１０月 第3回
・市実施事業の検討（防災・地域コミュニティ（予定））
・DXの取組紹介と意見交換（発表いただく団体にご相談させていただきます。）

１１月 第４回（イベントカレンダー）

１２月 第4回
・市実施事業の検討（内容未定）
・特区関連事業の説明（規制改革項目・特例措置進捗状況）
・DXの取組紹介と意見交換（発表いただく団体にご相談させていただきます。）

１月 第５回（ニーズ調査の手法検討）

2月 第5回
・市実施事業の検討（内容未定）
・特区関連事業の説明（規制改革項目・特例措置進捗状況）
・DXの取組紹介と意見交換（発表いただく団体にご相談させていただきます。）

3月 第6回
・DXの取組紹介と意見交換（発表いただく団体にご相談させていただきます。）
・R7年度事業報告

・第6回（ニーズ調査の手法検討）
・R7年度事業まとめ
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